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149．慢性うっ血性心不全時の腎内血流分布
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　腎内rf且流分布の状態は，全腎血流量とともに生体の

Naと水の調節に重要な役割をはたすといわれる．今回

は133Xeの腎よりの洗い出し曲線より心不全患者の皮質

と髄質血流を測定した．対象は，32才より66才の心疾患

を有し，過去にうっ血性心不全をきたしたことのある症

例25例，主として弁膜疾患を対象とし，また正常対象と

して，12例に133Xeの洗い出しlll線をえた．心疾患患者

には．腎クレアランス，PSP試験，心拍出景測定を行

なった．i33Xeの洗い出し曲線を得る方法は，まずSel－

dinger法で腎動脈内にカテーテル挿人後，600μC．

1mCの133Xeを含む咋理食塩水0．5mlをカテーテル

を通して注人し，ただちに4　・…　5　mlのノL食でフラッシ

ュした．体外より1inchのNaIクリスタルを有するシ

ンチレーションプロープを腎に向けて指向した．この出

力を2秒毎にブリンターに記録した．得られた洗い出し

曲線を片対数紙にフロットし，　peeling法でcompart－

mentanalysisを行ない，第1より第4成分に分離した．

各成分の0－timeとの交点のカウント数をパーセントで

表わし，それを％全腎lln流とし，そのrate　constantと

ヘマトクリットからflow　rateを求めた．第1，2成分

が腎のどの部分を表わしているかをみるために犬腎au－

toradiographを作成した．即ち正常犬では85Kr投∫j’後

15砂と60秒後，r三尖弁閉鎖不全犬では30秒と60秒後に腎

を別出し，　filmに露光させた．全腎llU流量は，正常で

は平均36g　ml／／min／1009であったが，心不全例では・P

均201ml／min／1009と有意に減少していた．心拍出量と

全腎血流竈はよい相関を示したが皮質血流量とはあまり

相関を示さなかった．心不全時の腎皮質はautoradio－

graphyより外層と内層の2つの異なろflow　rateを有

しており，第1成分が皮質外層，第2成分が皮質内層を

表わし，共に正常に比してflow　rateが減少していた．

結論として，心不全では皮質外層血流の著明な減少と皮

質内層から髄質外層のflow　rateの減少がみられた，
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　従来末梢循環を測定する方法として脈波測定，皮膚温

測定，放射性物質による局所クリアランス法血流計等種

々の方法があるが，1側肢全体の循環状態を充分反映し

てるとはいい難い．動脈の中に放射性物質を注入して，休

外よりその放射能を測定すれば血流の変化に応じた放

射能曲線が記録出来ると考えられる．また，赤血球（8μ）

より小さい粒子の蛋白質にアイソトープを標識すれば，

それ以ドの大きさの毛細血管を通る血漿の流れもある程

度知る事が出来，従って正常と異常末梢循環との鑑別が

出来うと予想され，これを解明する目的で以下の研究を

行なった．

　研究方法：

　末梢循環が正常な人と異常な人（器質的変化を有する

慢性動脈閉塞症および機能的動脈閉塞症を有する患者）

計91例を対象とした．室温23°C前後の部屋で被検者を

仰臥位とし，局所麻酔一ドに大腿または上腕動脈に100～

250μCi放射性物質（1311　MAA，20－－50μ，　f311　MIAA

1’5μ，ig8Auコロイド）を動注した．下腿，足または前

腕，丁にそれぞれスペクトロメーターをおき放射能を記

録し，また一部で体軸方向に足先より頭頂まで放射能の

測定および丁，足のスキャニンゲを行なった．

　成果：

　1）大腿動脈より放射性物質を注射すると1分以内に

肺にあらわれ，下腿，皮膚に動静脈吻合が存在する事が

わかった．2）動静脈吻合は正常循環状態のある場合よ

りも動脈閉塞例で多くみられた．3）正常循環と異常循

環で特徴的な放射能減衰曲線が得られた．4）毛細管の

循環状態をある程度明らかにし得た．

　結論：

　末梢循環が正常か異常かを動静脈吻合の多少，放射能

減衰曲線から鑑別する事が出来る．本方法は末梢循環障

害の有無をスクリーニングするによいと考えられる．ま

た，所謂血管拡張剤が如何なろ部位に作用しておるかを

判定する事も可能である，
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